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UPO-NET project is an attempt to delivery of sharable digital learning content for Japanese higher 
educational institutions. This project has a plan to get usage fee from institutions. Therefore the 
system has an issue with contents utilization management. In addition, there are issues posed by 








Blackboard 社の e-Pack や，IMS の標準規格である Common Cartridge を用いた事例がある．
これらの事例では，LMS が特別な利用制限機能を持っていることを前提に教材の利用管理










は各大学の LMS で実施する．そのうえで，(1)の課題を解決するため，教材内容を表す SCO
ファイルについては配信元で管理し，学習時に LMS に配信する．一方，コース構造のみ
を持ち，利用管理が必要ないマニフェストファイルについては，LMS 上の SCORM Engine
に事前に登録し，学習に利用する SCO ファイルの決定に利用する．SCO ファイルは，学





上の Reverse Proxy にキャッシュを持たせる．ただし，(1)の課題による要請から，キャッ
シュ内の SCO ファイルは一定期間ごとに削除する．最後に，(4)の課題を解決するため，
LMS 上に教材選択インターフェイスを用意する． 
設計したシステムは Moodle をベースとして実装を行い，2008 年 12 月からこれまでに
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12 教科の約 4,500 のコースを整備し，同時に 23 の大学等を対象とした配信に用いた．講義










Fig.1   System overview 
Fig.2   An example of access pattern in a lecture 
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